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パウロ書簡における「旧約」引用は読者を戸惑わせる。
なぜこの箇所が、このような文脈で引用されているの
だろうか？　本書は間テクスト性の観点から「旧約」
とパウロ書簡の間に生まれる響きに耳をすませ、パウ
ロに内在する論理を明らかにする。
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どう読んだか
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パウロの「旧約」引用に内在する論理を鮮やかに読み解く！
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